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１．実験目的(I)
目的１

　このテーマでは実際に電気回路を作成することで、これからの研究に用いる測定装置の動作原理を理解する助けとする。また、必要の際には自分で電子回路を作成して測定を行うことができるようにする。本に書かれた回路図から実際の電子回路を作るにはいくつかのコツがある。それは実地に作成してみなければ学ぶことはできない。実験では容易に回路を作り、組み替えることができるブレッドボードという差し込み式の回路作成ボードに部品を刺して回路を作ってみる。ちなみに美しい回路は解析も簡単で、失敗も少ない。どうすれば美しい回路を作れるか、いろいろと試行錯誤して見る。
＜ほかにも実験の目的として適切な項目があれば自分で書き加える。＞
目的２

２．方法と材料(M)
　回路の作成に使用するブレッドボードはCIXI WANJIE ELECTRONICS　BB-801。ブレッドボードにはあらかじめ電池ボックスを接続し、単３電池2本から±1.5V の電圧を供給した。

作成する回路
この実験で作成する電圧増幅回路の回路図を下記に示す。

＜資料から反転増幅回路の図を写し、実際の抵抗の値を書き込む＞
この回路図に加えて、電源の配線と入力、出力の配線が必要になる。それを考慮して、ブレッドボードに回路を作製する。
作成した回路をスケッチしておく。スケッチには部品の名前も入れておく。

実験で使用した電子部品と装置は実験中にメモしておくこと。

　使用した電子部品のリスト


部品名
規格・値
個数

特徴

　使用した装置

　装置名、メーカー、型番
３．結果(R)
　作成した回路がどのように動作したかを記録する。

まず、入力した電圧を記録する。

１、電圧の波形は、どんな形かグラフに記録する。

２、波形の電圧の範囲は何ボルトから何ボルトまでか。

３、波形の周期は何秒か。

４、波形を記録する上で重要なグラフ上の点を黒点で示し、重要である理由を述べよ。
縦軸と横軸が何を表すか、と単位、を書き込むこと。


最大電圧、

最小電圧

振幅

周期
次に出力波形の電圧を記録する。

１、電圧の波形は、どんな形かグラフに記録する。

２、電圧の大きさは何ボルトから何ボルトまでか。

３、波形の周期は何秒か。

４、入力との時間のずれは何秒か。

５、入力との比率は何倍か。
６、波形を記録する上で重要なグラフ上の点を黒点で示し、重要である理由を述べよ。
縦軸と横軸が何を表すか、と単位、を書き込むこと。

入力との関係が（時間のずれ）が分かるようにグラフを書くこと。
 SHAPE 



最大電圧、

最小電圧

振幅

周期

入力との時間のずれ

入力との電圧の比率

４．考察と結論（D＋C）
　結果からどんなことが言えるか、ここで考えてみる。

まず、回路を製作しようとしたとき、何か困ったことはあったか？

もし困ったときには、問題をどう解決して回路を作ったか？

回路はどのように電圧を増幅したか？

どのようにとは、何倍？時間は遅れる？波形は同じ？雑音は入る？などに注目する。
抵抗は1kΩと10kΩにしたが、増幅率を同じにして他の抵抗値を用いるとどんなことが起きるだろうか？
まだ分からないことが残っていたらそれを書き出してみよう。

また、結論として、この実験で自分が新たに得た知識を述べよう。
